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予算決算常任委員会委員長報告 

 

 去る６月11日の本会議において、議長から本委員会に付託されました案件は、

議案２件です。議案につきましては、各分科会におきまして慎重な審査を行い、

各分科会長から報告を受けた後、報告に対する、質疑、討論、採決を行いまし

た。以下審査の経過と結果について順次報告いたします。 

記 

１ 審査年月日 令和７年６月25日(水) 

２ 場   所 議 場 

３ 出 席 委 員      青 野 康 子、斉 藤  章、桜 井  卓、今 関 公 美、 

小久保博雅、毛 呂 一 夫、岡 村 有 正、湯 沢 美 恵、

島 野 和 夫、高 橋  誠、永 井  司、金森すみ子、

村 田 裕 子、滝 瀬 光 一、中 村 洋 子、現王園孝昭、

諏 訪 幸 男、工藤日出夫、大 嶋 達 巳 

４ 審 査 結 果       

 「議案第46号」令和７年度北本市一般会計補正予算（第３号）については、

賛成全員により原案のとおり可決すべきものと決定しました。 

 「議案第47号」令和７年度北本市介護保険特別会計補正予算（第１号）につ

いては、賛成全員により原案のとおり可決すべきものと決定

しました。 

  

◎「議案第46号」について 

 初めに、総務文教分科会会長報告の内容について、主な質疑を申し上げます。 

（１）教育費のうち学校教育費に関して、「県支出金を活用した英語指導方法

改善事業に関して、大学の准教授を講師に招くとのことだが、研修のスケジュ
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ールや回数、対象範囲、成果発表について」、「南小学校と北本中学校が研究

協力校として選定された理由について」質疑がありました。 

次に、健康福祉分科会会長報告の内容について、主な質疑を申し上げます。 

（１）民生費のうち社会福祉総務費に関して、「定額減税補足給付金（不足額

給付）の事業費が大幅な補正増となった要因について」質疑がありました。 

（２）民生費のうち障がい者福祉費に関して、「新たな障害福祉サービスであ

る就労選択支援の詳細について」質疑がありました。 

（３）民生費のうち児童措置費に関して、「児童施設運営費に係る物価高騰対

策支援給付金の詳細について」質疑がありました。 

（４）民生費のうち保育所費に関して、「民間保育所建設補助金の対象及び市

内待機児童数への影響について」質疑がありました。 

（５）民生費のうち生活保護総務費に関して、「生活扶助基準の改定の内容と

スケジュールについて」質疑がありました。 

 各分科会会長報告に対する質疑はなく、討論もありませんでした。 

◎「議案第47号」について 

健康福祉分科会会長報告の内容について、主な質疑を申し上げます。 

（１）総務費のうち介護認定費に関して、「介護認定の改正の対象者及び措置

の内容について」質疑がありました。 

健康福祉分科会会長報告に対する質疑はなく、討論もありませんでした。 

 

 なお、各分科会会長から報告のあった内容の詳細につきましては、各分科会

会長報告のとおりですので、御覧いただきますようお願いいたします。 
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 以上、報告いたします。 

 令和７年６月27日 

予 算 決 算 常 任 委 員 会 

委員長 大 嶋 達 巳 

 北本市議会議長 保 角 美 代 様 


